
 

 

 

 

       第 2回定期考査終了 
第 2 回定期考査が先週終わり、今週からテストの返却が始まりました。今回、

結果が出せた人も、思うような結果に繋がらなかった人も、点数だけに左右される

のではなく、今一度テストを見直し、しっかりと復習することを忘れないようにし

ましょう。また、修学旅行や合唱コンクールへ向けても少しずつ準備が始まってい

ます。一つひとつ、しっかりと取り組んでいきましょう！ 

 

< 運動会 > 目標を達成するために、頑張ったこと。心に残っていること。  

・声を出して事前に練習した。演奏では、指揮に合わせられるように部活中にみ

んなで合奏して合わせた。ムカデ競争の時、みんなで声掛けを合わせて一致団

結したところ。（A組 A.R さん） 

 

・縦割りクラスの１A、２Aにも声援を送った。大ムカデで今まで以上に声を出

し、そのまま男子にも声をかけた。大ムカデで一度も止まらずに進めたこと。

最後のクラスがゴールするまで全員が手拍子で応援したこと。（A組 Ｗ.Ｎさん） 

 

・全力で自分の組の他学年を応援して、最下位になっても励ました。大ムカデで、最下位になって

しまった時、周りの保護者や他クラスが手拍子で応援してくれたこと。（B組 K.Oさん） 

 

・自分がクラスの一員、そして係りの一員であることを自覚して臨むこと。全員リレー、大縄跳び

で 1位をとれたこと。（C組 Ｋ.Ｓさん） 

 

・朝練習にしっかり参加し、係りの仕事を忘れずに行った。練習の時から全力で行えた。縦割りリ

レーと 3年の大繩で 1位をとったこと。（Ｃ組 Ｋ.Ｒさん） 

 

・大繩の疲れない飛び方が分からなかった時に、できる人にどうやるのか聞いて、自分でできるこ

とは全力でやったこと。みんなで円陣をしてぐるぐる回って、心が一つになったと感じたこと。

大ムカデが終わった時、みんなでハイタッチしたこと。（D組 Ｔ.Ｍさん） 

 

・筋トレを少しした。円陣を組んだことや、大繩やムカデでは声

掛けを忘れなかった。大ムカデで今まで 1 回もミスせず 1 周で

きたことがなかったけど、本番ではミスせずできたこと。 

（D組 Ｋ.Ｈさん） 
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< 運動会 > 自分が成長したと思うこと。今後に生かしていきたいこと。 

・久しぶりに他学年と関わり、応援する楽しさを改めて思った。 

ムカデの団結力をふまえ、次の合唱コンクールは優勝できるように 

頑張りたい！！（A組 I.R さん） 

 

・後半で、少し疲れてきても、A組の一員として更に頑張ろうと思えた 

こと。行事はただこなすだけではなく、楽しむことが大切だと思ったので、頑張りと楽しみ

を両立していきたいです。（A組 E.Yさん） 

 

・新しいクラスになって、なかなか声をかけられないことが多々あったけど、体育祭をきっか

けに積極的に声掛けができるようになったこと。次回の合唱コンクールや修学旅行などの行

事で、今回成長したと思えた積極性を生かして、よりクラスが団結するように少しの力にな

りたいと思う。（Ｂ組 A.Kさん） 

 

・どんなに悪い結果でも、他のクラスをたたえる気持ちを忘れなかった。

一人でやるよりみんなと団結した方が楽しめることもあるから。これか

らもいろんな人たちとコミュニケーションをとりたいと思う。 

（B組 Ｎ.Ｙさん） 

 

・学級選抜リレーのアンカーで最後まで諦めずにゴールに走って C 組にあと少しで勝てたこ

と。皆で協力して 1つのことに挑戦する大切さを今後生かしていきたい。（B組 Ｓ.Ｋさん） 

 

・練習では大繩が全然飛べなかったけど、本番 1位をとれたこと。チームワークを高め、ラス

ト 1年最高のものにする！（Ｃ組 E.Tさん） 

 

・１、2年生に教えたり、迷っていたりしたら次の行動を伝

えたこと。他の人が困っていたら、助けに行く！すぐに！

チームや仲間の喜びはみんなで盛り上がる！ 

（C組 K.Rさん） 

 

・昔だったら面倒くさいと思って、非協力的だったと思うけど、最後の運動会だと思うとすご

く一致団結できた。盛り上がるところは盛り上がって、真剣なところは真剣にというメリハ

リは学校生活において、とても大切だと思うから。（Ｄ組 U.Rさん） 

 

・競技の相手も応援していたところ。相手を認め合って、 

互いに高め合えるようにしたい。（D組 A.Ｔさん） 


